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はじめに 

 

会員の皆様、いつも本会の活動にご尽力いただきまして、本当に感謝いたします。 
2024 年日本訪問看護認定看護師協議会は、法人第 11 期になりました。 
私たちの協議会は 2009 年 8 月、当時全国各地で個々に活躍していた訪問看護認定看護師約 100 名の先

輩方が、訪問看護認定看護師のネットワーク構築と、仲間と共に訪問看護認定看護師としての質の向上を
目指すことの必要性を感じて日本訪問看護認定看護師協議会を設立したのが始まりです。そして、2014 年
10 月、さらなる活動の充実を目指し、一般社団法人 日本訪問看護認定看護師協議会として法人化され
ました。 

それから約 11 年、本会は訪問看護、在宅ケア認定看護師登録者数の約半数が入会する大所帯となりまし
た。2023 年 12 月 9 日には、法人第 10 期記念交流会を東京で開催することができました。開催にあたり
ご尽力いただきました会員の皆様、本当に有難うございました。そして、協議会の立ち上げから今日に至
るまで携わった方々には、多大なご尽力を賜りましたこと、改めて有難うございますという感謝の気持ち
で一杯です。 

さて、2024 年の元日に能登半島地震があり、今まで当たり前にあった日常が一瞬で壊されるという、自
然災害には太刀打ちできない人間の無力さを痛感する事態が起こりました。その中でも、仲間の活動を心
配し続ける本会の会員たちで LINE グループを作成し、情報共有をいたしました。私たちの協議会で何が
できるか？を探りながら、そして今なお被災地で活動している仲間たちがいます。被災地支援に入った会
員から、様々ないのちに向き合う看護を提供していることを報告いただき、その姿勢や視点に、訪問看護、
在宅ケア認定看護師だなと再認識いたしております。 

我が国は、多死社会に入りました。そして、当たり前に暮らしてきた地域の中で最期まで過ごしたいと
言う団塊の世代が、後期高齢者に入ります。私たちは、在宅療養を支えるために訪問看護認定看護師、在
宅ケア認定看護師として役割を果たし、リーダーシップを発揮するこの時代に生きています。そのため、
私たちは本会のネットワークという強みを活かしつつ、チャレンジし続けることを忘れないで前進してい
きたいです。 

これからも、自分たちが育った地域で最期まで暮らし続けたいと願う療養者の皆様を、当たり前に看取
りができる訪問看護師を育成していきます。そして、子供から高齢者まで選ぶことなく、目の前にあるい
のちに愛を持って向き合い続けることを誓いながら、日本訪問看護認定看護師協議会は今後も発展し続け
ます。 

最後に、日本財団様におかれましては多大なるご支援をいただきましたこと、心より感謝いたします。 
2025 年 3 月吉日 

 
 

一般社団法人 日本訪問看護認定看護師協議会 
代表理事  大橋奈美 
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１. 事業の目的 

平成 4 年の老人訪問看護制度発足以降、在宅での医療ニーズは拡大し、0 歳から 100 歳超への様々な年
代、難病、精神疾患、先天性疾患など多様な支援が必要となった。 

現在の日本の医療政策では、急性期が過ぎて症状が安定した患者は在宅療養生活への移行を推進してい
るため、更なる拡大が予測される。患者や家族が自宅に戻った場合、介護保険制度等の利用も促進され
ているが、患者本人や家族が担う役割も多い。しかし、利用者の高齢化、独居世帯の増加などから患者
本人や家族が担いきれない状況もある。また、地域の在宅医療資源や質の格差が生じ対応できず、望ま
ない施設での生活を余儀なくされている現状がある。 

このような背景から、以下のとおり目標を設定した。 

中⻑期目的 ※3 年後 
ブロック活動を通じて個々の質向上を図り、地域で基幹的な役割を担うことができる 
地域に旬な情報発信を行い、地域の訪問看護師や事業所の質向上を図り格差を是正できる 
地域住⺠へ在宅療養に関する情報発信を行い、地域全体で住⺠生活の支援ができる 
 2026 年度で会員数 571 名を目指す 

最終目的 
多くの人が「住みなれた場所・地域」で心豊かに生活が継続でき、人生最期の時まで自身の望んだ

場所で過ごすことができる社会を目指す。そのために医療・看護・介護従事者、住⺠、自治体が連
携し、在宅看取りも選択できる社会となることを目的とする。 

２. 事業内容と目標 

（１）自己研鑽活動 
① ブロック活動支援 

〔内容〕全国 9 ブロックごとに自己研鑽を目的とした活動の実施 
〔目標〕活動実施報告書作成・アンケートによる満足度評価で 8 割満足 

② 総会及び同時開催研修会・交流会 
〔内容〕協議会会員が一堂に会する場を年 2 回設け、認定看護師更新審査に関する情報提供や資質

向上を目的とした研修会などを実施するとともに、会員内での交流をはかる 
〔目標〕全体での研修会、交流会の実施・参加者アンケートによる満足度評価で 8 割満足 

（２）地域貢献活動 
① 訪問看護事業所の運営改善相談活動・多機能化サポート活動 

事業名    
訪問看護認定看護師および在宅ケア認定看護師による 
在宅ケア・在宅看取り活動の推進
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〔内容〕全国の訪問看護従事者を対象とした、訪問看護ステーション運営等に関するミニ講座と座
談会の実施 

〔目標〕参加者 20 名・参加者アンケートによる満足度評価で 8 割満足 

② 訪問看護ステーションの BCP 作成支援 
〔内容〕全国の訪問看護従事者を対象とした、訪問看護ステーションの BCP 作成支援の実施 
〔目標〕参加事業所 3 か所・参加者アンケートによる満足度評価で 8 割満足 

③ 報酬改定に向けた活動 
〔内容〕次の報酬改定に向けた準備 
〔目標〕次回提言するテーマの検討 

（３）組織・広報力の強化 
〔内容〕ホームページや Facebook による情報発信。事業報告書の制作・配布。理事会を年 3 回、

理事ブロック⻑合同会議を年 2 回実施する。入会促進 PR を行う。 
〔目標〕ホームページでの活動報告書の公開。事業報告書の制作。2024 年度訪問看護及び在宅ケ

ア認定看護師合格者の 8 割入会 

以上の活動によって、訪問看護認定看護師および在宅ケア認定看護師の社会的意義を高め、地域包括ケ
アシステムの構築に貢献できる人材となり、結果、地域住⺠がその人らしく最期まで暮らせる社会の構
築に寄与する。 

３. 事業スケジュール 

本事業は、以下のスケジュールで行った 
月 日 内  容 ﾌﾞﾛｯｸ 開催方法 

2024

4 27
第 1 回理事会 − Zoom 
ブロック会議 南関東 Zoom 

5 

14 運営会議 メール相談 Zoom 

18
交流会(第 1 回看取りを考える会) 
ブロック会議 

南関東 Zoom 

22 ブロック会議 東海北陸 Zoom 
23 ブロック会議 北海道 Zoom 

6 
8 

第 11 期定時総会 − Zoom 
2024 年度 総会同時開催研修会 − Zoom 
臨時理事会 − Zoom 

16 ブロック会議 北関東 Zoom 
22 ブロック会議 北関東 Zoom 

7 8 ブロック⻑会議 − Zoom 
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10 ブロック会議 近畿 Zoom
17 ブロック会議 東海北陸 Zoom
23 ブロック会議 南関東 Zoom

27
ブロック会議
研修会

東北 Zoom

8

10 交流会(第 2 回看取りを考える会) 南関東 Zoom
15 ブロック会議 東海北陸 Zoom
18 ブロック会議 北関東 Zoom
23 ブロック会議 関東 Zoom
27 ブロック会議 南関東 Zoom

9

4 第 1 回運営会議 ミニ講座 Zoom
5 ブロック会議 関東 Zoom
8 ブロック会議 北関東 Zoom

14 第 2 回理事会 − Zoom
15 交流会 中四国 Zoom
19 ブロック会議 九州 Zoom

21
研修会
ブロック会議

東海北陸 Zoom

26 第 1 回運営会議 BCP 支援 Zoom
28 研修会 南関東 Zoom
29 ブロック会議 関東 Zoom

10

21 第 2 回運営会議 BCP 支援 Zoom

24
ブロック会議 東海北陸 Zoom
ブロック会議 九州 Zoom

26 第 1 回運営会議 報酬改定 Zoom

11

1 ブロック会議 関東 Zoom

9
ブロック会議 関東 Zoom
交流会(第 3 回看取りを考える会) 南関東 Zoom

12
第 2 回運営会議 ミニ講座 Zoom
第 2 回運営会議 報酬改定 Zoom

14 ブロック会議 九州 Zoom
18 第 3 回運営会議 BCP 支援 Zoom

26
第 4 回運営会議 BCP 支援 Zoom
第 3 回運営会議 報酬改定 Zoom

27 ブロック会議 東海北陸 Zoom

30 交流会 2024 −
浜松町コンベンションホール
（集合開催）
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12

7
ミニ講座＆座談会

ミニ講座 Zoom
第 3 回運営会議

10 第 4 回運営会議 報酬改定 Zoom
11 ブロック会議 関東 Zoom

13
訪問看護 BCP「研修・訓練・見直し」
一気にこれだけ 90 分 BCP 支援 Zoom
第 5 回運営会議

14 ブロック会議 南関東 Zoom
16 ブロック会議 関東 Zoom
24 第 5 回運営会議 報酬改定 Zoom

2025

1

7 ブロック会議 南関東 Zoom

11
交流会
ブロック会議

近畿 Zoom

Zoom リハーサル 九州 Zoom
16 ブロック会議 東海北陸 Zoom
14 第 6 回運営会議 報酬改定 Zoom

18
交流会 北関東 Zoom
交流会(第 4 回看取りを考える会) 南関東 Zoom

24
訪問看護 BCP「研修・訓練・見直し」
一気にこれだけ 90 分 BCP 支援 Zoom
第 6 回運営会議

25

研修会 北海道 Zoom
交流会
ブロック会議

東海北陸 Zoom

交流会 中四国
高松商工会議所
（ハイブリッド開催）

研修会
交流会
会議

九州
熊本県看護研修センター
（ハイブリッド開催）

第 7 回運営会議 報酬改定 Zoom
30 ブロック会議 九州 Zoom

2

1
研修会
ブロック会議

関東 Zoom

11 ブロック会議 北関東 Zoom
12 ブロック会議 南関東 Zoom

15
研修会
ブロック会議

南関東 Zoom
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3

9
第 3 回理事会(予定)

− Zoom
理事・ブロック⻑合同会議(予定)

24 第 8 回運営会議(予定) 報酬改定 Zoom
ブロック会議(予定) 南関東 Zoom
ブロック会議(予定) 中四国 Zoom

※開催方法についてはその時の状況によるが、オンライン開催を基本とした
※2 月 28 日時点での取りまとめのため、それ以降については予定
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　　5）南関東ブロック
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　　8）中四国ブロック

　　9）九州ブロック

２　総会及び同時開催研修会、交流会

　　1）総会及び同時開催研修会

　　2）法人第 11 期交流会 2024

３　地域貢献活動

　　1）訪問看護ステーションの運営改善相談、多機能化サポート

　　2）訪問看護ステーションのBCP作成支援

　　3）メール相談

４　報酬改定に向けた活動
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１� ブロック活動
１） 北海道ブロック (ブロック⻑ʁ高ീஒࢱࢢ)

正会員数 8 名

（１） 年ؔ活動実੹
開催日 活動ߴ目 ֕要 参加者数

2024 年
5 月 23 日(໨)

会議 活動内容について検討、時期、方法など۫体的で活
発な意見交׷ができた。これ以後会議なしで研修౲
日に臨΋ことができた。

5 名

2025 年
1 月 25 日(ౖ)

研修 ෨講師をডいて「在宅におけるອ性心෈全看護」֐
をָんだ。北海道ブロックメンώーだけの Zoom 研
修とした。１時ؔ 30 分の講義のあとに、30 分の質
ٛ応౶も質問や״૟が多くซかれ、研修内容はै実
した。資ྋも多く、॑يな࿫をซけてメンώーから
は大ร޹評だった。

5 名

（２） 活動を通して
ևとても๫しい中で、会議や研修ةժを行うことは、大รである。

1 回の会議の中で۫体的に内容を݀めてしまうことで、研修準備はあるఖ度担౲者だけで進めるこ
とができる。時ؔをໃମにせずްིよく、ྒྷい研修が行えたとࢧう。

る。訪問看護認定看護師として、ࠕ回ָんだ「在宅੫஭強心༂࣍続౦与の看護」は地域の訪問看護
師へ෕及させる事にも役ཱིつとࢧΚれる。

※活動の৆ࡋは、ホームページで公開
しております。4R コードをಣ取り、
ͧͽごལください

北海道ブロック

北海道

�－ －

現在、北海道ブロックのメンώーは 8 名、内 3 名は参加できていないため、実質̓名で活動して
いる。道北１名、道東 3 名、道ԟ 3 名、道南 1 名。この広域をΩώーできるのは Zoom のおӆであ



２） 東北ブロック (ブロック⻑ʁ平ᖔ利ࢱࢢܛ)
正会員数 7 名

（１） 年ؔ活動実੹
開催日 活動ߴ目 ֕要 参加者数

2024 年
7 月 27 日(ౖ)

会議 ֦会員の近況報告と地域՟ୌについての報告、その
地域՟ୌにアドώイスして௘いたりした。
訪問看護の現場で活動する会員がঙなくなってきて
いるが、地域に対して活動している様ࢢがࢗえた。

4 名

研修 に֒ࡄ日から北陸で発生した地ਔと௣ഀ。֦地でݫ
対する関心が強まり、ୣࢴも 13 年઴にݩܨした東
日本大ਔࡄをࢧいًこして֒ࡄに備えたいというこ
とで「東日本大ਔࡄのݩܨから」というタイトルで
平ᖔが講師としてお࿫しさせていただいた。
研修会を通して、౲時それͩれがݩܨしたことをࢧ
いड़し、ࡄݰできるように取り組΋ことを日ࠔから
行Κなけれͻならないと強く״じた研修会となっ
た。

4 名

（２） 活動を通して
年に 2 回の会議と研修会のܯժだったが、会員の日ఖがどうしても会Κずに 1 回のみの開催にな

ってしまった。それͩれが地域にड़て活動しており、ౖ༷日に開催しようとすると地域の研修会と
॑なってड़ੰできないということが多くなってきている。会員数が 7 名とঙない事からൔ数以下に
なってしまうと開催の意ັがあるのかと考えてしまう。Ձかあれͻήルーϕライン等で相談したり
と、日ࠔから連携はできているのだが。

会員を増やすことがՆ能であれͻ、このようなೲみはݰっていくのだΘうか。など、ೲみは多い
ものの、東北ブロックのঙ数精Ӹにঁけられながらまたཔ期、活動していく予定である。

※活動の৆ࡋは、ホームページで公開
しております。4R コードをಣ取り、
ͧͽごལください

青森

岩手

秋田

山形 宮城

福島

東北ブロック

�－ －



３） 北関東ブロック (ブロック⻑ʁ੤ࢃめ͛みࢱ) 
正会員数 35 名 

（１） 年ؔ活動実੹ 
開催日 活動ߴ目 ֕要 参加者数

2024 年 
̔月 16 日(日) 

会議 Zoom にて開催 
・ブロック役員ا合Κせ 
・第 1 回ブロック会議の協議内容の଩ͬ合Κせ 

17 名 

̔月 22 日(ౖ) 会議 Zoom にて開催 
・会員のا合Κせ  
 ࡲ年度役員の়介・ѭࠕ・
 ׷ժに関する意見交ܯ年度の活動ࠕ・
・年ؔܯժの策定 
・会員の活動状況やࠕ年度のܯժなど情報交׷ 

10 名 

̖月 18 日(日) 会議 Zoom にて開催 
・次年度の交流会のテーマの検討 

10 名 

9 月 8 日(日) 会議 Zoom にて開催 
 年度の交流会に関する協議ࠕ・
・次年度の活動ܯժを協議 

13 名 

2025 年 
１月 18 日(ౖ) 

交流会 Zoom にて開催 
「能ౌൔౣ地ਔのϚランテΡア体ݩを௎きևで考え
ようʛ֒ࡄ時に直໚する՟ୌをஎり認定看護師とし
てできること・役割を見ड़そう」 

14 名 

2 月 11 日(Ւ) 会議 Zoom にて開催  
・交流会の結果報告 
 年度の活動の৾りศりࠕ・
・次年度の交流会テーマ検討 
・֦自近況報告 

14 名 

（２） 活動を通して 
先ൢの新ܗコロψ״ઝ症のϏンυミック、BCP 策定の義ແ化等で、֒ࡄ時の訪問看護認定看護師

の役割とはՁか考える機会が増え、ࠕ年度の交流会ではͧͽ֒ࡄに関して考えたいと会員から意見

茨城

千葉

栃木
群馬 北関東ブロック

新潟

��－ －



が寄せられていた。そのような中、能ౌൔౣ地ਔのϚランテΡアに参加した北関東ブロック会員で
あり、協議会理事のࢃ㟔ՄࢱࢢにϚランテΡア体ݩをお࿫していただき、参加者が֒ࡄに関して考
える場を作る事を目的として交流会を :(B 開催した。参加者はブロック֐の会員も؜め 14 名。
ϚランテΡア体ݩのお࿫では、参加するまでの準備や、⻑時ؔऄを運఺し現地に向かうまでの行ఖ
の৆ࡋや、ϚランテΡア参加のハードルがঙし下がるような情報をϤーϠアも交えながらお࿫して
くださった。また、実ࡏのϚランテΡア活動の様ࢢはඅࡄ地の方のご޲意もありたくさんのժ଀を
準備してくださり、ニュースなどとは一ັҩった訪問看護師目તの॑يな情報を提供してくださっ
た。ήルーϕϭークでは過ڊのਔࡄඅࡄ地で活動する会員からの॑يな意見や BCP における֒ࡄ
訓練のϐントなど、交流会ならではの様々な࿫ୌがඊび交う機会となった。交流会後のアンケート
௒査では、֒ࡄ支援での対象者の情報や支援者ؔの連携、支援をӀきणけるଈの在り方等様々の՟
ୌを۫体的に考える機会になった。体ݩしなくてもこのような機会でซいたことをఽえていくこと
も༙意義なこと。ࠕ日のようにָび考えていくことが大઀だという意見が寄せられ、継続して取り
組んでいきたいテーマであったと״じている。

北関東ブロックでは、コロψՔ以降はΆ· :(B 開催となっており、参集する機会がΆとんどな
かったこともӪڻしてか、定期的な会議と交流会以֐で会員ؔの情報༙ڠや交流機会がঙないこと
も՟ୌと考えられる。年度຦のブロック会議では、པ年度に向けて、事ྭ検討や地域のࠖりごとの
΋ことや、参集機会について提Ҍされ、実現に向けて検討していࠒに੟りࡏ機会などを会議の༙ڠ
きたい。

※活動の৆ࡋは、ホームページで公開しております。4R コードをಣ取り、ͧͽごལください

��－ －



̒） 関東ブロック (ブロック⻑ʁీࢃ෍ࢱܛ) 
正会員数 52 名 

（１） 年ؔ活動実੹ 
開催日 活動ߴ目 ֕要 参加者数

2024 年 
8 月 23 日(ۜ) 

会議 ・地域の訪問看護(在宅ケア)認定看護師の஧ؔ作り
として活動方向検討 

・新メンώー加入、自己়介 
・2024 年活動ܯժ、研修会ةժについて 

7 名 

9 月 5 日(໨) 会議 ・11�9 研修会ةժ、 6 名 
9 月 29 日(日) 会議 པ年度活動ܯժҌ検討 

・研修会に΋けてबஎ方法、݀ܐめ 
5 名 

11 月 1 日(ۜ) 会議 ・11�9 研修会最終଩ͬ合Κせ  
会場ϪイアΤト、資ྋ、アンケート内容など 

5 名 

11 月 9 日(ౖ) 研修会 研修「在宅の力で 9 ࣊回෰ʄ在宅におけるٷݼケア・
リハϑリテーション」 

28 名 

会議 ൕ঴会 
・次回交流会または研修会ةժについて 

6 名 

12 月 11 日(ਭ) 会議 研修会交流会ةժ 
・内容検討、ٷݼケアについてもう一度ةժ 

5 名 

12 月 16 日(月) 会議 研修会開催に΋けて۫体Ҍ検討 4 名 
２月１日(ౖ) 研修会 研修「在宅人工ٷݼ療法ʛあなたのࢻ点で患者様の

人生がรΚります」、οΥストࣞה会社 9LYo ୁड़ 
14 名 

会議 ൕ঴会 6 名 

（２） 活動を通して 
新メンώー2 人が参加し、研修会を 2 回開催し、うͬ 2 回目の研修会はحٷݼの実機をईりणけ

直にৰれ、参加者の交流を実施した。 
ブロック⻑の身体෈௒で活動スタートがड़ஙれたが、目的を݀めて動き࢟めると֦җ員の発Ҍや

担౲割がみるみる݀まっていき、訪問看護師の現場での対応力のすͻらしさを実״した。コロψՔ
をܨて、直にৰれ、اを合Κせて࿫す機会は代えがたいと״じた。一方で Zoom のѽいにも׵れて
ԗֶ地からの会議や研修参加が容ҝになり、ଠブロックの会にも参加できて、とても࢙ܻをणけ
た。地域で新しい஧ؔ作りを進めるため、活動のྡྷを広͝ていきたい。 

��－ －

埼玉

東京

関東ブロック



※活動の৆ࡋは、ホームページで公開しております。4R コードをಣ取り、ͧͽごལください
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̓） 南関東ブロック (ブロック⻑ʁڰࢀ༟Մ) 
正会員数 24 名 

（１） 年ؔ活動実੹ 
開催日 活動ߴ目 ֕要 参加者数

2024 年 
4 月 27 日(ౖ) 

会議 第１回ブロック会議 
・Ӏ継ぎ 
後の予定֮認 ①全体研修会の日ఖと内容֮認ࠕ・

②交流会の日ఖ௒੖ 
・協議会のࠕ年度の予定֮認 

5 名 

5 月 18 日(ౖ) 交流会 第１回交流会「看取りを考える会」 
ऑい方のがん຦期利用者のケア 
供への対ࢢの฾਎ががん຦期利用者の場合のࣉ্֒
応 
そのଠʁ改正された制度についての意見交׷ 

12 名 

会議 第２回ブロック会議 
・第１回交流会のൕ঴会 ଠ 
・研修会の内容݀定 

３名 

7 月 23 日(月) 会議 第３回ブロック会議 
・第１回研修会最終֮認 
・第２回交流会の内容֮認 

3 名 

8 月 10 日(ౖ) 交流会 第２回交流会「看取りを考える会」 
・２事ྭの検討 

12 名 

8 月 27 日(Ւ) 会議 第̒回ブロック会議 
・次年度ܯժについて 
・第１回研修会について 
・2024 年度の入会者への活動のおஎらせ方法 
・年ؔܯժの修正 

̒名 

9 月 28 日(ౖ) 研修会 第 1 回研修会ʲ在宅におけるがん看護最઴તʳ 
講師ʁ南松本訪問看護ステーション がん看護઒໵
看護師 ੼໨Ұࢱࢢ  

6 名 

11 月 9 日(ౖ) 交流会 第 3 回交流会ʲ看取りを考える会ʳ 6 名 

神奈川

長野

山梨

南関東ブロック

��－ －

・協議会のࠕ೧ౕ予定֮認



・在宅看取りの場໚における、事業所スタッϓの利
用者や家族とのコミュニケーション力を高めるた
めの方法 

12 月 14 日(ౖ) 会議 第 5 回ブロック会議 
・第 2 回研修会内容検討 
・第 4 回交流会について ৆֮ࡋ認 
・2025 年度の活動の方向性について 

4 名 

1 月̕日(Ւ) 会議 第 6 回ブロック会議 
・第 2 回研修会内෨講師のґ౽みΆࢢ様同ੰのも
と、内容の最終֮認 

3 名 

1 月 18 日(ౖ) 交流会 第 4 回交流会「看取りを考える会」 
・実ભでのࠖりごと 

6 人 

2 月 12 日(ਭ) 会議 第 7 回ブロック会議 
・第 2 回研修会の Zoom 利用のリハーサル 
・ஊ取りの最終֮認 

5 名 

2 月 15 日(ౖ) 研修会 第 2 回研修会ʲ認定看護師のミッションʲ相談ʳを
リϓϪクションしてみませんかʳ 
講師ʁ南関東ブロック઴理事 ⻑໼県看護協会৙ແ
理事 ґ౽みΆࢱࢢ 

11 名 

会議 第 8 回ブロック会議 
・第 2 回研修会について 
 (ժのबஎなどܯӀ継ぎ・年ؔ)後についてࠕ・

3 名 

３月 会議(予定) Ӏ継ぎ 

（２） 活動を通して 
2021 年度「在宅看取りを実ભできる訪問看護師のү成事業」の֦ブロック開催実施後、౲ブ

ロックでは 2023 年度より交流会をʲ看取りを考える会ʳとして࢏同してくださった加入者 11
名ఖ度でظ༴͝した。2024 年度も役割分担しながら進めている。利֒関ܐのない஧ؔだから
こそ、෕ஊ৮場ではմ݀できない心ڧなども༙ڠでき、認定としての役割なども֮認しながら
実ભを਄めることにつながっている。 

交流会参加者とも検討し、１回目の研修はʲ看取りʳに関連して、最新のがん看護について

��－ －

ָんだ。֐෨講師としてがん઒໵看護師をおডきし、在宅療養を継続するポイントとなる仑௩
コントロールをしっかりとָसした。参加者からは、෈安の中でୂӅしたのに、家では状ସ
が安定し௩みがཚͬ஥いたݩܨからʲ在宅マジックʳともݼ΄る力があることもޢられ、
在宅でのՆ能性をさらに広͝るஎࣟとなった。2 回目の研修は、認定看護師の基本のきにཱི
ͬศり、̡ 相談ʳについての研修を、内෨講師で実施した。コンサルテーションのタイϕから
࢟まり、۫体的な対応方法などもご講義いただくことで、参加者のリϓϪクションにつながっ



のご協力をಚて、ブロック全体に広報していただき、２回目はॵめてଠブロۃ回も、事ແࠕ
ックの方の参加もಚることができた。

後も、౲ブロックの活動をஎっていただくために広報していくことの必要性と、協議会そࠕ
のものをஎっていただき、加入者を増やすこともࢻ໼に入れて活動していく必要性があると考
える。

※活動の৆ࡋは、ホームページで公開しております。4R コードをಣ取り、ͧͽごལください

��－ －

たと考える。また、内෨講師の所଒先における実ભ活動をご়介いただき、訪問看護に関する
様々な問ୌを一ݫ的に対応す΄く相談に৒っていく࢕組みは、ࠕ後の訪問看護認定看護師・在
宅看護認定看護師のՆ能性の一つと考えられ、গཔへのس望にもなった。 



̔） 東海北陸ブロック (ブロック⻑ʁࢃ୼್ࢱࢢࢀ) 
正会員数 100 名 

（１） 年ؔ活動実੹ 
開催日 活動ߴ目 ֕要 参加者数

2024 年 
̓月 22 日(ਭ) 

会議 役員会議 
・2024 年度の東海北陸ブロック活動内容と役員の

役割の֮認 
・̗月の研修会内容と౲日までの行動ܯժཱིҌ 

13 名 

̕月 17 日(ਭ) 会議 役員会議 
・̗月研修会Ҍ内οラシҌ 
・౲日までのスケジュール֮認 

̖名 

̖月 15 日(ਭ) 会議 役員会議 
・̗月 30 日研修会の進行଩ͬ合Κせ 
・౲日における役割と進行の最終֮認 

̖名 

̗月 21 日(ౖ) 研修会 ʴテーマʵ 
 定支援݀ࢧ国人の在宅療養支援と意֐
ʴ講師ʵ 
ಝ定ඉ営利活動法人 神ރ定住֐国人支援センター
居宅෨໵ κϋラルマϋジϡー ݼ࿪ಛ力ࠞ先生 
訪問看護ステーションはれ 所⻑ ߵࠞࢃ代ࢢ先生

33 名 

会議 役員会議 
・研修会の৾りศりから՟ୌと検討 
・པ年度の活動ܯժについて 
・１月の交流会内容の検討 

̗名 

10 月 24 日(໨) 会議 １月 25 日交流会の進ิ状況 ̖名 

11 月 27 日(ਭ) 会議 ・1 月 25 日交流会の進ิ状況と଩ͬ合Κせ 
・པ年度の役員について 

8 名 

2025 年 
１月 16 日(໨) 

会議 役員会議 
・1 月 27 日交流会 Zoom リハーサル 
・౲日における役割と進行の最終֮認 

̖名 

富山

福井
岐阜

静岡
愛知

東海北陸ブロック

石川

三重

��－ －



1 月 25 日(ౖ) 交流会 ① 認定看護師の̓年目更新報告 
੫Ԯ県ʁ҆߄ץඔࢱ  

② 活動実ભ報告 
○ οーム、地域をつなぎ活性化させる実ભ活動  
ʛ住み೅れた場所で暮らし続けられる地域Ͱくりʛ
（Ѭஎ県ʁਤీෆࢱࢮ） 
○ 看取りのช化の෕及を目指して ʛ訪問看護での

看取りの実ࡏʛ (ز෠県ʁ大平ཇࢱࢢ) 
○ 地域住⺠の心と体の݊߃を支える看護師の取り

組み ʛご近所ψースの保݊࣪の活動からʛ 
(Ѭஎ県ʁࢃ୼್ࢱࢢࢀ) 

28 名 

会議 役員会議 
・交流会の৾りศり 
・པ年度の活動ܯժと研修会のテーマを検討 

̗名 

（２） 活動を通して 
年度の東海北陸ブロックは、認定看護師として地域に暮らす多様なช化背景をଜ॑した在宅療養ࠕ

支援、意݀ࢧ定支援ができる、また、訪問看護利用者だけではなく、地域の人々に自分らしい生き方
をఽえつな͝る活動ができることを目的として研修会や交流会を開催した。 

研修会では事ྭから地域に暮らす多様なช化背景、֐国人の在宅療養生活支援のスΫル、そして多
様な価஍؏やช化的״ण性を高めるָびの時ؔとなった。交流会においては、参加した会員より活動
実ભ報告から「地域のつながりや看取り支援の自己の՟ୌがΚかった」「ݫ気がもらえた」「とても࢙
ܻがもらえた」等でࠕ年度も活動を৾りศる機会となり、自己の՟ୌや取組みに͝ܪることができ
た。 

り合うことから、認定看護師としての資ޢ、年度も東海北陸ブロックは࿪やかにֺしくָび合いࠕ
質向上にܪれた活動であった。ࠕ後もこのような活動が継続できるよう東海北陸ブロック役員はそ
れͩれの地域で訪問看護認定看護師が地域全体を包みこ΋ようなԻかい活動となるような研修や交
流会をةժしていきたい。 

  

��－ －



※活動の৆ࡋは、ホームページで公開しております。4R コードをಣ取り、ͧͽごལください
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̕） 近畿ブロック (ブロック⻑ʁ໨ీ཮ඔࢱ) 
正会員数 84 名 

（１） 年ؔ活動実੹ 
開催日 活動ߴ目 ֕要 参加者数

2024 年 
7 月 10 日(ਭ) 

会議 ・ブロック⻑会議の報告 
 年度のҗ員のメンώーの֮認ࠕ・
 年度の活動内容についてࠕ・

11 名 

2025 年 
1 月 11 日(日) 

交流会 R6 年度実ભ報告会 
・訪問看護認定看護師・在宅ケア認定看護師の活動

発න 

38 名 

会議 ・実ભ報告会の৾りศり 
・次年度のܯժ検討 

9 名 

（２） 活動を通して 
近畿ブロックでは、ྭ 年 2 ැ 4 県の代න者からの実ભ報告を実施している。ブロック内の認定看護

師の活動内容をஎり、自身の活動に活かし、実ભ力の向上を図ることを目的とした。 
ฎށ県Ҷཁఱࢢ様より「̡ BCP をつくる、ͽΘ͝る、そだてるʳのその後ʛ能ౌൔౣ地ਔ֒ࡄ支

援ݩܨを΀まえてʛ」、ښ౐ැのண୫ຽࢢ様より「訪問看護支援センターから見た訪問看護ステーシ
ョンのこれから」、࣐ծ県のࠕҬ直ࢢ様より「最後まで自分らしく生活するための地域への取り組
み」、大ࡗැの工౽ඔྵ様より「法人内認定看護師との連携や実ભ活動」、࿪Րࢃ県の南たえこ様よ
り「઒໵・認定看護師で在宅ϋットϭークを作Θう」、಺ྒྷ県のґ౽ߒݞ様より「認定看護師として
の訪問看護支援センターの活動」を発න௘いた。 

それͩれの地域に必要とされる活動を、認定看護師としてི先して担い、1 ิ進んでいる取り組み
ͻかりでした。そんな஧ؔに࢙ܻをणけ、質ٛ応౶もかなり活発で、「また連ཙするので৆しくگえ
て下さい。」と自身の活動の参考にする交流もあった。 

アンケート結果では「大ร満足」と「満足」ญせて 100ˍで、この実ભ報告会は継続してΆしいと
いう意見が多数あり、ް 果があったと考える。また開催方法も Zoom であることで参加しやすく、続
けてΆしいというس望も多く、終྅後のブロック会議で、次年度も継続していくことに݀まった。

��－ －

滋賀京都

大阪

兵庫

奈良

和歌山 近畿ブロック



※活動の৆ࡋは、ホームページで公開しております。4R コードをಣ取り、ͧͽごལください
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̖） 中四国ブロック (ブロック⻑ʁۜඎஎࢱࢢ) 
正会員数 30 名 

（１） 年ؔ活動実੹ 
開催日 活動ߴ目 ֕要 参加者数

2024 年 
9 月 15 日(日) 

交流会 Zoom にて開催 
・ブロックメンώーのا合Κせ 
 後のブロック内の活動の検討ࠕ・
・報告会・交流会の内容検討 

16 名 

2025 年 
1 月 25 日(ౖ) 

交流会 ハイブリットܗにて開催 
・֦県(޳ࢃ県をঈく)の代නから、֦ 県の取り組み、

個人での活動、ಝ定行ҟの実施状況などを報告 
・次年度に向けての活動内容の検討 

19 名 

3 月予定 会議 Zoom にて開催 
 期のൕ঴とཔ期への活動予定内容検討ࠕ・

（２） 活動を通して 
中四国ブロックは、在宅ケア認定看護師の入会数が増えたため、30 名を超える会員数となってい

る。ࠕ年度は、地域で認定看護師として֦自が活動している実ભや役割を報告してもらい、υΡス
Ωッションを通してԥのつながりを਄めていき、自分たͬのࠕ後の実ભの参考にしていくことを目
的にܯժをཱིてた。 

報告会では、訪問看護認定看護師として、行政とのつながり、地域住⺠の݊߃を促進する活動、
訪問看護の෕及・促進、次世代のү成などの活動報告があった。また、在宅ケア認定看護師として
ಝ定行ҟを実ભしていくためのۦ࿓やೲみ、実ભの状況などをஎることができた。地域で活動して
いる஧ؔの実ભを௎くことでとてもいい࢙ܻをणけ、これからの自分の活動に向けてのΦϋルάー
οϡージをすることができた。 

པ年度に向けて、ブロック活動のو༁の策定、ブロック内での役割分担を検討していこうと考え
ている。会員の一人一人が地域で活༄ができ、地域の住⺠に対して質の高い訪問看護を提供するだ
けでなく、次世代の訪問看護師のү成にも੷ۅ的に関Κっていくことが必要であると״じている。
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鳥取

島根
岡山

広島

山口

徳島

香川

愛媛 高知

中四国ブロック



※活動の৆ࡋは、ホームページで公開しております。4R コードをಣ取り、ͧͽごལください
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̗） 九州ブロック (ブロック⻑ʁਁ安ྲࢱࢢ) 
正会員数 16 名 

（１） 年ؔ活動実੹ 
開催日 活動ߴ目 ֕要 参加者数

2024 年 
̗月 19 日(໨) 

会議 ・ࠕ年度研修ܯժについて 
・次年度研修ܯժについて 

4 名 

10 月 24 日(໨) 会議 ・ࠕ年度研修及び交流会の内容、講師選定 
・担౲の役割分担について 

4 名 

11 月 14 日(໨) 会議 ・ࠕ年度研修οラシ֮認、広報活動について 
・次年度研修会ԯೆ県開催について 

5 名 

2025 年 
1 月 11 日(໨) 

リハーサル ・1 月 25 日ハイブリット研修に൒うժ଀Խ੢等々の
֮認 

・役割分担の֮認 

5 名 

1 月 25 日(ౖ) 研修会 「98C$ の時代に看取りに寄りశうあなたへ」 
 講師ʁّీ医療大ָ ०گद એཁࢱࢢܛ 

15 名 

交流会 「ಝ定行ҟ研修を修྅して考えた事」 
 講師ʁ大分県 ঘ໼ङඔࢱ 
「認定看護師更新のร更について」 
 講師ʁࣝౣࣉ県 ઔ㟔߀ӭࢱࢢ 

̖名 

会議 ・ྫ࿪ 6 年度 研修会・交流会の৾りศり ̓名 
1 月 30 日(໨) 会議 ・ࠕ年度研修会のアンケート結果等報告 

・次年度の活動ܯժについて 
・2025 年度ةժ・運営җ員ู集について 

5 名 

（２） 活動を通して 
年度、活動開࢟がࠕ 9 月とஙくなったにもかかΚらず、1 月には研修・交流会を開催する事がで

き、日ࠔから地域活動にも取り組んでおられる、訪問看護認定看護師のև様のఊ力を実״した。ま
た、ࠕ年度はԯೆ県の下地様がةժ・運営җ員に参加して௘くことができた。次年度もܯժ的に੢
ֽけを行い、九州ブロックのϋットϭークͰくりをより強ݽなものにしていくためにも、中心とな
って活動を行って下さる஧ؔを増やす活動が必要であると考えている。 

ྫ࿪ 6 年度の研修会はハイブリットで行った。会場参加 8 名、Zoom 参加 7 名。うͬඉ会員の
方々は 7 名であった。中にはケアマϋジϡーの方も 1 名参加してくださった。ևで、広報活動を行

��－ －

沖縄 福岡

大分

佐賀

長崎

鹿児島

熊本

宮崎

九州ブロック



った結果であると考える。これからも、自身を大઀にし、心Լやかに実ભできる日々がཔるよう、
マインドϓルϋスを活用できたらと考える。アンケート結果から、ඉ会員の方の੢として、訪問看
護認定看護師九州ブロックの研修をֺしみにされているご意見を௘いた。よりよい訪問看護の実ભ
が行えるよう、これからもֺしく九州ブロックةժ・運営җ員の方々とڠに活動を行きたい。 

。いਅし上͝ますب後とも、よΘしくおࠕ

※活動の৆ࡋは、ホームページで公開しております。4R コードをಣ取り、ͧͽごལください
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２. ૱ճٶびಋ࣎֋ݜ࠷रճɼިླྀճ 
１） 総会及び同時開催研修会 

（１） 開催実੹ 
日 時ʁ2024 年 6 月 8 日（ౖ）10ʁ00ʛ12ʁ30 
開催方法ʁZoom ミーテΡンή 
参加人数ʁ総会）ड़ੰ 78 名・җ೜状 181 名 合ܯ 259 名 ʙ 研修会）80 名 
ϕロήラムʁ 

時ؔ ϕロήラム 
9ʁ50ʛ オリΦンテーション 
10ʁ00 ʲ第 11 期定時総会ʳ 

開会のѭࡲ・議⻑選೜ 大ڰ代න 
総会 
議Ҍઈ໎ ኏ઔ෯代න   
議Ҍ݀ࡀ 議⻑ 大ڰ代න 

10ʁ20 ʲ同時開催研修会ʳ 
情報提供ʁ「認定更新ਅ੧の情報提供」 北関東ブロック ੤ࢃめ͛みࢱ 

10ʁ40 ܞٵ 
10ʁ50 講義ʁ「ಉきやすい৮場Ͱくりへのேક」 

 ؄事 東海北陸ブロック
これからの在宅医療・看護・介護を考える会  ໼࡜ 加世ࢱࢢ

11ʁ50 

12ʁ15 
12ʁ25 

ήルーϕϭークʁ①講義をซいて״じたこと 
        ②相談をणけたら認定看護師としてどう支援するか 
発න 
まとめ 

12ʁ30 ถ会のѭࡲ ኏ઔ෯代න 

（２） 活動を通して 
本年度もオンラインを利用した Zoom 開催となった。 

総会ではҗ೜状を؜΋ 259 名が参加、同時開催の研修
会では 80 名の参加があった。研修会は①訪問看護認定
看護師更新ਅ੧のための情報提供 ②訪問看護ステーシ
ョンのʲಉきやすい৮場Ͱくりへのேકʳをテーマに
講ԍを開催。参加者のアンケートから高評価をಚるこ
とができた。 
8 名がスタッϓとして集まり Zoom 配信を行った。総会の݀ࡀのࡏにトラブルがありঙし߆てた
が、みんなで機఺を利かせて対応し時ؔ内で終྅することができた。
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２） 法人第 11 期交流会 2024 

（１） 開催実੹ 

開催方法ʁ集合開催 （会場 浜松町コンベンションホール 6 ֌ 大会議࣪ B） 
参加人数ʁ46 名 
ϕロήラムʁ 

時ؔ ϕロήラム 
16ʁ50ʛ オリΦンテーション 
17ʁ00 開会のѭࡲ 大ڰ代න 
17ʁ05 講ԍʁ「認定看護師更新制度のร更について」(事઴फ࿧) 

 公ӻ社஄法人 日本看護協会 ৙೜理事 ໨ᖔߌ代ࢱ
18ʁ20 

18ʁ45 
18ʁ55 

ήルーϕϭークʁ認定更新制度のร更をणけ、ࠕ後のࢴたͬについて 

発න 
まとめ 

19ʁ00 ถ会のѭࡲ ኏ઔ෯代න 

（２） 活動を通して 
対໚開催で 46 名の参加があった。総ແは࢚会進行と全体の総括を行い、そのଠ理事、ブロック

⻑、事ແۃが会場準備や講ԍで必要なϏλコン૤作など役割など分担し、準備を進めた。ήルーϕ
ϭークでは、࿫が੟り上がりその内容を全てのήルーϕで༙ڠできるよう時ؔ௒੖など行った。全
国から認定を取ಚしたͻかりの会員、大ベテランまで対໚での交流会となりアンケートも高評価を
ಚる事ができた。 

  

��－ －

日 時ʁ2024 年 11 月 30 日（ౖ）17ʁ00ʛ19ʁ00



３. ஏҮ߫ݛ活動 
１） 訪問看護ステーションの運営改善相談・多機能化サポート 

活 動 名 ʁ 訪問看護ステーションの運営改善相談・多機能化サポート
メンώーʁ7 名 

豊ీ޹ඔࢱ（理事）・ీઔহࢱߒ（理事）・໼࡜加世ࢱࢢ（؄事）  
ӏਁએܛඔࢱ（近畿ブロック）・ރߒӵ༦ࢱ（関東ブロック） 

ࠦത૳ࢱࢢ（関東ブロック）・下Ԯࢱܛࢀ（関東ブロック）

（１） 年ؔ活動実੹ 

開催日 活動ߴ目 ֕要 参加人数
2024 年 

9 月 4 日(ਭ) 
第 1 回運営会議 ѭࡲと自己়介 

事業の֕要ઈ໎（౲協議会で行うにࢺったܨҤ・
後のながれ・研修内容についࠕ・年度のテーマࠕ
て） 
検討事ߴ（役割分担・座談会のήルーϕ分け） 

6 名 

11 月 12 日(Ւ) 第 2 回運営会議 日ఖ・進行֮認、Zoom ૤作練स、座談会の進行
֮認 

6 名 

12 月 7 日(ౖ) ミニ講座＆ 
座談会実施 

（2）参ল  

第 3 回運営会議 研修会後にアンケート結果の֮認 
メンώーؔの意見交׷ 

7 名 

（２） ミニ講座「安定したステーションの運営を目指して」＆座談会の開催 
日 時ʁ2024 年 12 月 7 日（ౖ）9ʁ00ʛ12ʁ00 
開催方法ʁZoom ミーテΡンή 
参加人数ʁ16 名 
ϕロήラムʁ 

時ؔ ϕロήラム 担౲ 
9�00ʛ 開会のѭࡲ 

オリΦンテーション 

9�10 ミニ講座「安定したステーションの運営を目指して」 
①訪問看護ステーションの運営って大รʄだけどֺしいよ        下Ԯ 
②地域のニーズに合Κせた訪問看護のఴ開を考えるʛ࣐ծ県からʛ ӏਁ 

10� ܞٵ 10
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10ʁ20 座談会 
z自己়介、ϓリートーク 
z৾りศりとまとめ 

11ʁ20 ήルーϕ発න 
11ʁ40 本日のまとめ 

ถ会のѭࡲ 
11ʁ50 アンケートઈ໎と入力 
12ʁ00 ถ会 

（３） 活動を通して 
評をいただいている地域貢献活動も޹ 3 年目となった。ࠕ回もถࢯٵ、࠱に௧いࠒまれるステー

ションやݿ独になりやすい؇理者に向け、n໎日からもئ௃Θう|とࢧっていただける相談の場とし
て認ࣟしていただくことを目標に、「安定したステーションの運営をめ͡して」とୌし 2 名の協議
会会員にݩܨを࿫していただいた。その後 4ʛ5 人のήルーϕでϓΟシリテータʗを؜めた 60 分の
座談会を実施し、֦ήルーϕでテーマを超えた内容で࿪気あいあいと࿫しができ「ೲみをもって
日々大รにࢧいながらもئ௃っている同ࢦがいてྯみになった」、「ೲみは同じなのかもとࢧえ気࣍
ͬがֺになりました」などの״૟があり参加者の঺اがみられた。参加者アンケートから満足度は
高く、ࢴたͬに相談者としての役割を望まれていると״じた。 

一方、参加人数をもうঙし増やせるよう広報՟ୌも״じた。ܨ営運営や人材ү成への関心が高い
こと、相談には地域性があるため様々な地域からのメンώーが必要という意見もあり研修会だけで
はなくメール相談やアドώイδーഁݥへ͝ܪていけることも必要と״じた。
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ミニ講座「安定したステーションの運営をめざして」＆座談会 

アンケートまとめ 

作成：令和 6 年度 ミニ講座＆座談会運営委員 

開 催 日：2024 年 12 月 7 日（土） 

参加人数： 16 名 

回答件数： 15 件/回答率 93.8％ 

１. ご回答頂く方についてお伺いします 

２. ミニ講座「安定したステーションの運営をめざして」についてお伺いします 
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３. 座談会についてお伺いします 
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４. 今回の企画全般についてお伺いします 

2）今回参加してのご感想やご意見がございましたら、ぜひお聞かせください（9 件の回答） 

悩みは同じなのかもと思え、気持ちが楽になりました。参加させていただき良かったです 

またぜひ参加したいです 

参加費用がもう少し安いとうれしいです 

同じ環境にある事業所の方々とグループワークできて良かったです 

本日の研修を通して、自分だけじゃなく悩みを持って日々大変に思っていながらも、訪問看護事業を継

続するために頑張っておられる同志がいて心の励みになりました。ありがとうございます 

背中を押してもらった、そして温かい気持ちになりました。ありがとうございました 

ありがとうございました。座談会をテーマごとに分けているので、ミニ講座も時間の関係もあるかもし

れませんが、テーマごとにミニ講座で話を聞けたらさらに良かったと思いました 

講演は参考になりました。座談会では他のステーションの方との意見交換がなかったので残念でした 

同じことで悩まれてることがわかり安心した 
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4）訪問看護認定看護師に期待することなどお聞かせください（3 件の回答） 

訪問看護というお仕事を色々な看護師の方に知ってもらい仲間が増えることを期待したいです 

 このような研修の継続を期待します 

ステーションごとに研修会も含めたコンサルテーションを個別的にしていただけることを期待します 
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２） 訪問看護ステーションの BCP 作成支援 

活 動 名 ʁ訪問看護 BCP「研修・訓練・見直し」一気にこれだけ 90 分 
メンώーʁ6 名 

 （理事）ࢱࢢنѧ࡜ރ
൩ౣඔՄࢱ（南関東ブロック）・࿒໨཮ࢱܛ（南関東ブロック）・Ӕీࢱٹ（東海北陸ブロック）
Ҷཁఱࢱࢢ（近畿ブロック）・Ӎీկ代ࢱ（関東ブロック）

（１） 年ؔ活動実੹ 
開催日時 活動ߴ目 ֕要 参加人数

2024 年 
9 月 26 日(໨) 

第 1 回運営会議 事業のटࢭ・֕要、年ؔスケジュール、支援内容 6 名 

10 月 21 日(月) 第 2 回運営会議 内容、回数、ྋۜ、対象の検討、οラシ作成と配布 5 名 

11 月 18 日(月) 第 3 回運営会議 対象のニーズ、担౲෨分の内容௒੖、進行について 5 名 

11 月 26 日(Ւ) 第 4 回運営会議 ਅࠒ状況、౲日の流れ、内容֮࠸認、アンケート 5 名 

12 月 13 日(ۜ) 実施 （2）参ল 

第 5 回運営会議 全体֮認、実施後৾ศり、次回に向けての修正 5 名 

2025 年 
1 月 24 日(ۜ) 

実施 （2）参ল  

第 6 回運営会議 全体֮認、全体を通して৾ศり 5 名 
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（２） 研修開催 
ʕ第１回目 

開催方法ʁZoom ミーテΡンή 
参加人数ʁ28 名 

時ؔ ϕロήラム 担౲ 

18�00 事業の目的とスケジュールのઈ໎ ࡜ރ 

18�05 
研修ʁ改めて BCP とは そして BC0 について 
（BCP の֕೨、֒ࡄ対策マニュアルとのҩい） 

Ҷཁ 

18�15 訓練ʁシミュϪーションΫットの 10 場໚を体ݩしよう Ӕీ 

18�40 
シミュϪーションΫットの֦スライドの考え方をմઈ 
 ૟・質問״

Ҷཁ 
 ࡜ރ

18�55 見直しについて  Ҷཁ 

19�00 
ʽ研修・訓練のいΘいΘなώリΦーションを়介ʾ 
・マッϒンήとハδードマッϕポータルサイトの活用 
・足ཱིۢ高齢者施設の事ྭを通して 

 ࡜ރ
Ӎీ 

19�20 連携ܗ BCP の実ભྭの়介（Ϡυル事業 +P のサイト়介） Ҷཁ 

19�25 質問、ถ会 ࡜ރ 

ʕ第２回目 

開催方法ʁZoom ミーテΡンή 
参加人数ʁ58 名 

時ؔ ϕロήラム 担౲ 
18�00 事業の目的とスケジュールのઈ໎ ࡜ރ 

18�05 
研修ʁ改めて BCP とは そして BC0 について 
（BCP の֕೨、֒ࡄ対策マニュアルとのҩい） 

Ҷཁ 

18�15 訓練ʁシミュϪーションΫットの 10 場໚を体ݩしよう Ӕీ 

18�40 
シミュϪーションΫットの֦スライドの考え方をմઈ 
 ૟・質問״

Ҷཁ 
 ࡜ރ

18�55 見直しについて  Ҷཁ 

19�00 
ʽ研修・訓練のいΘいΘなώリΦーションを়介ʾ 
・マッϒンήとハδードマッϕポータルサイトの活用 
・足ཱིۢ高齢者施設の事ྭを通して 

 ࡜ރ
Ӎీ 

19�20 連携ܗ BCP の実ભྭの়介（Ϡυル事業 +P のサイト়介） Ҷཁ 
19�25 質問、ถ会 ࡜ރ 

��－ －

日 時 ʁ2024 年 12 月 13 日（ۜ）18ʁ30ʛ19ʁ40 

日 時 ʁ2025 年 1 月 24 日（ۜ）18ʁ30ʛ19ʁ40 



（３） 活動を通して 
年にӀき続き、BCPࡤ 作成支援事業を開催した。ࠕ年度はعに֦事業所において BCP を作成した状ସ

であると考えられたので、そのうえで༙ӻになる内容はՁか検討しܯժした。協議の上、このةժを通し
てࠕ後 BCP を見直しできたり、研修を考えることがड़པたり、訓練のコςをָ΁ことがड़པることを目
標とし開催することとした。গཔの地域連携を見ੀえた情報として連携ܗ BCP についても情報提供とし
た。また一人でも多くの方が BCP についてஎࣟを਄め、自分たͬの地域で継続して取り組んでいけるよ
うఁ価格で開催することとした。 

結果、全国から 86 名の方が参加され、アンケートの結果から「༙ӻな情報をಚることがड़པた」「自෨
ॼで取り組んでみたい」などの回౶がಚられた。会員と理事で構成する運営җ員が認定看護師として地域
貢献できたと考える。一方で「もっと時ؔをかけて۫体的に行ってΆしい」「分割して実施してཋしい」
などの੢もซかれた。 

Ւ事などが発生ࢃ、ઉඅ֒や地൭௞下による住⺠ඈ難と移動্֒߿、ਭだけでなくߓ年度は地ਔやࠕ
し、事業継続ࠖ難となる事象が自ષ֒ࡄだけでないと考えさせられた。BCP の継続的な見直しや研修の
必要性が増すことだΘう。BCP に関連する研修がḁで増えている状況なので、社会情੐や研修に対する
ニーズにあΚせ、ࠕ後も検討していきたい。
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訪問看護 BCP 「研修・訓練・見直し」 一気にこれだけ９０分 

終了時アンケートまとめ 

作成：令和 6 年度 BCP 作成支援委員 

開 催 日： 第１回目 2024 年 12 月 13 日（金） 

第２回目 2025 年  1 月 24 日（金） 

参加人数： 第１回目 ２８名       第２回目 ５８名 

回答件数： 第１回目２３名／２８名  第２回４０名／５８名  全体 62 名／８６名 （回答率７２％） 

Q1. 今回のセミナーが開催されることをどのように知りましたか？ 

0 20 40 60 80

保健師

看護師

事務

リハビリテーションセラピスト

事務, 介護福祉士以外の介護職

主任ケアマネジャー

主任ケアマネジャー, 介護福祉士

主任ケアマネジャー, 社会福祉士

事務, 社会福祉士

ؠシ・ؖー؞׶

ԁӻӮ運営の方から聞いた

3%

ಈ઄സ֊׈

ӻӽӮ

他事業所から聞いた

5%

地域の訪問看護部会・協議会

6%

認定看護師のスキルアップセミナー

2%

��－ －
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Q2 今回のセミナーに関する以下の点に関して、どの程度満足頂けましたでしょうか？ 

   それぞれお答えください。 

Q3.  今後の参考までにセミナーを開催する時間の希望についてお答えください。 

Q4.  今回のセミナーの料金について教えてください。 

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

月曜日から木曜日までの平日の夜間が良い

今回のような金曜日の夜間が良い

今回のような金曜日の夜間, 月曜日から木曜日までの…

今回のような金曜日の夜間が良い, 土日の昼間が良い

今回のような金曜日の夜間が良い, 土日の夜間が良い

土日の昼間が良い

平日の日中が良い

օ֨ፕփ׆֠

ӿӼӮ

やや安い

6%

やや

高い

3%

安փ

ӽԃӮ
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Q5 今回のセミナーに参加して、学んだことや参考になることはありましたか？ 

（回答から抜粋） 

訓練ワークシートは、とても参考になりました。勉強会に活用したいと思います。 

研修方法のイメージがつきました。 

厚労省のシミュレーション、重ねるハザードマップ等早速事業所で活用したいと思いました。 

 BCP は、職員主役。訓練シミュレーション勉強になりました。 

緊急時のマニュアルの見直しや、連絡手段など、勤務先のグループワークに参考にさせて頂きたいと

思いました。 

訓練や見直しの手順確認や手段を分かりやすく説明されており、自事業者でも活用できると思いまし

た。 

いろいろなケースを想定して、みんなで話し合う時間を持つことの大切さを学んだ。 

 ＢＣＰは職員が主語になっているということ。 

 BCP が業務継続計画であるという事をあらためて学べた。 

 BCP の必要性を再確認し、見直しの重要性も理解できました。 

研修、訓練のバリエーションについて分かりやすく説明があり参考になった。 

 BCP に関して知識がないため参加しましたが、関連 HP などの情報をいただけて助かった。 

国土交通省のマップや資料が参考になりました。 

緊急時のマニュアルの見直しや、連絡手段など、勤務先のグループワークに参考にさせて頂きた

いと思いました。 

 オールハザードの考え方は大変参考になった。 

沢山ありすぎて消化しきれません。初めの一歩的な研修はありませんか？ゆっくり理解しながら

進めたいです。 

途中に介護事業者の倒産の対応についてお話がありましたが、前後のお話しの内容と関連があるよう

に感じなかったです。あまり意味はないような気がしました。

Q6.  今回のセミナーに関してのご意見やご要望などありましたら、ご自由にお書きください。 

（回答から抜粋） 

内容が重すぎて、分けてシリーズにしても良いかもしれません。 

対面研修で質問や相談できるとより助かります。時間の問題もあるかと思いますが、もう少し深く内容

を聞きたい、ちょっとした疑問など知りたいと思いました。ありがとうございました。 

ボリュームの多い研修をありがとうございました。 

南海トラフはこの辺りでは最大の災害ですが、コロナ等の感染症もそうだと、忘れていました。  

また開催して頂きたいです。 

対面研修で質問や相談できるとより助かります。時間の問題もあるかと思いますが、もう少し深く内容

を聞きたい、ちょっとした疑問など知りたいと思いました。 

ぜひ来年度も研修参加させて頂きたいと思います。他の県のステーションでの取り組みを知ることが

でき勉強になりました。 

体験談など具体例はたくさんあるとありがたいです。 
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見直しの部分について、もう少し、確認したかったが、時間がギリギリで質問しづらかった。 

 オールハザードアプローチは初めて知りました。 

視野が広がったように思います。 

スタッフとも受けたいです 

普段の業務で、なかなか見直しができていなかった現状は歪めません。度々、このような機会に遭遇

し、意識づけを行いたいと思いました。 
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３） メール相談 

活 動 名ʁ 訪問看護事業所の؇理者向けメール相談
メンώーʁ5 名 

豊ీ޹ඔࢱ（理事）・ీઔহࢱߒ（理事）・໼࡜加世ࢱࢢ（؄事）

ґ౽みΆࢱࢢ（南関東ブロック）・ᅸ໼一ඔࢱ（近畿ブロック）

（１） 年ؔ活動実੹ 

開催日 活動ߴ目 ֕要 参加人数
2024 年 
5 月 14 日(Ւ) 

運営会議 ࠕ年度活動内容 
メール相談ู集について 

5 名 

（２） 実施֕要 
̒月に１݇̓月に１݇相談あり。いずれも؇理者からスタッϓү成や運営についての相談があ

り、担౲者がメンώーに相談してメールでのศ信を行ったが、このうͬ１݇は相談者近ྣの認定看
護師を়介も行った。 
このΆか、ミニ講座＆座談会研修会の開催時に、ࠕ後の相談場所として広報を行った。

（３） 活動を通して 
؇理者は相談する場がなかなかなくೲめる方が多い。協議会に相談が増えており、ミニ講座＆座

談会でも相談の場としての要望がซかれていたため、訪問看護認定看護師としてೲめる؇理者さん
がմ݀の޳ࢵを見いだせるよう協力したいとのࢧいから、2024 年より開設した。 

も਄いݩܨ年度は認定看護師として相談のࠕ 2 名の方に੢をかけ理事、؄事؜め 5 名で活動し
た。実ࡏのメール相談の݇数は 2 ݇と数はঙない状況である。1 ݇は相談後にさらに地域の認定看
護師を়介しϓΧローしてもらっている。対応の中で対໚ではなくメールでの相談の難しさを״じ
た。しかし、実ࡏ、相談者からは認定看護師に相談したことでよかったとの੢がซかれている。 

ミニ講座＆座談会後の相談のणけࡾとしても必要性はあり、地域の認定看護師を়介するなどの
機能も؜め、ࠕ後も継続していきたいと考える。
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̒. ๅृր定にͪ͜޴活動 

活 動 名ʁ政策提言 
メンώーʁ7 名 

኏ઔ直ඔࢱ（理事）
大༓࢛代ࢱ（東北ブロック）・༓Ҭઔᚺࠦඔࢱ（近畿ブロック）・中໼かおりࢱ（近畿ブロック） 
Ԯీまりࢱ（東海北陸ブロック）・Ҷᖔஒඔࢱ（関東ブロック）・ఇ෫ഇࢱ（近畿ブロック） 
Ԯ本૔ඔࢱࢢ（近畿ブロック） 

（１） 年ؔ活動実੹ 

開催日 活動ߴ目 ֕要 参加人数

2024 年 
10 月 26 日(Ւ)

第 1 回運営会議 1� 活動目的  
①訪問看護、在宅ケア分໼の認定看護師گү機関ݰ

ঙに対する௒査と関֦ܐ所への情報提供等の提ड़
②次回報酬改定に向けたテーマの策定から意見書提

ड़ 
2� 活動内容の検討 
3� 活動スケジュールについて 
上ىについて༙ڠ、対策の検討、議࿨を行った。認
定看護師گү機関ถ講への対応を༑先し会員へのア
ンケート௒査を行うこととした 

7 人 

11 月 12 日(Ւ) 第 2 回運営会議 1� 認定看護師گү機関ถ講に൒うアンケート内容
の検討 

①訪問看護認定看護師のگү機関がなくなることで
のӪڻについて議࿨ 

②アンケート内容のक࣢の検討 
2� 活動スケジュールについて 
上ى内容を実施、アンケート௒査内容や時期等を検
討、議࿨した 

7 名 

11 月 26 日(Ւ) 第 3 回運営会議 1� 認定看護師گү機関ถ講に൒うアンケート内容
の検討 

①訪問看護認定看護師活動実ભの数஍化（本人・所
଒施設） 

②アンケート内容の検討 
֦自検討した実ࡏのアンケートの質問内容を੖理、
アンケートから要ࢭをどのように検討できるか議
࿨、۫体的な内容を検討議࿨した 

7 名 
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12 月 10 日(Ւ) 第 4 回運営会議 1� 認定看護師گү機関ถ講に൒うアンケート（Ҍ）
の検討 

・アンケート内容を検討 
上ى内容を質問ࣞܙへร更に関しての検討、議࿨を
行う 

7 名 

12 月 24 日(Ւ) 第 5 回運営会議 1� 認定看護師گү機関ถ講に൒うアンケート（Ҍ）
の検討 

・アンケート（Ҍ）の検討・ް果の検討 
先生に参加いただࢢ者のԮ本૔ඔݩܨ回よりָࣟࠕ
き、༙ް性などの意見をうかがえるようにした。 
アンケートの質問ࣞܙにร更し、内容やྖなどを検
討議࿨ 

7 名 

2025 年 
1 月 14 日(Ւ) 

第 6 回運営会議 1� 認定看護師گү機関ถ講に൒うアンケート（Ҍ）
2� 活動スケジュール（Ҍ）について 

アンケート配布ʁ１月 20 日（協議会会員へメー
ルにてૻ信） 

集ܯʁ２月 10 日గめ઀り 25 日にまとめる 
৆ࡋʁ年度内 
提ड़ʁྫ࿪̕年度 上ൔ期 

۫体的なアンケート及びϓΧームが݀定し、会員へ
のғབ方法等を݀定 

8 名 

2 月 25 日(Ւ) 第 7 回運営会議 1� 認定看護師گү機関ถ講に൒うアンケート結果
の検討 

・アンケートまとめ方法の検討、役割分担 
2� 活動スケジュール（Ҍ）について 

アンケート結果ʁ3 月 
提ड़ʁྫ࿪̕年度上ൔ期関ܐ機関へ提ड़ 

上ى内容について検討、議࿨を行った。Ԯ本૔ඔࢢ
先生よりまとめ方等のঁ言をणけた 

6 名 

3 月 24 日(Ւ)
（開催予定） 

第 8 回運営会議
（予定） 

1� 認定看護師گү機関ถ講に൒うアンケート結果
集ܯ内容の検討 

上ى内容について検討議࿨する予定 

（２） アンケート実施֕要 
全会員に向けて、2025 年 1 月にғབし、回౶をणけた。౲ॵ会員からのศ౶がಹく、回౶期ݸを

Ԉ⻑し意見を集めた。結果 322 名中 113 名（35ˍ）の回౶をಚることがड़པた。2 月 25 日の会議
にてまとめについて議࿨を行っているため、集ܯ結果等はड़ていないがࠕ年度中には、まとめのો
Ҍが作成できる予定である。 
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（３） 活動を通して
。໼にҗ員会をཱིͬ上͝たࢻ年度は制度改正があり、པ年度以降の政策提言に向けての活動をࠕ

しかし、訪問看護分໼・在宅ケア分໼の認定看護師گү機関が 2026 年度で現在開講している所の
ถ講予定と、その後ଠگү機関でも開講の予定もない現状から、ࠕ年度は訪問看護・在宅ケア分໼
の認定看護師گү機関ถ講に൒うฒ֒等をまとめ、関ܐ機関へ向けて、ࢴたͬ「訪問看護・在宅ケ
ア認定看護師」の活動状況や意見をफ़΄られるようアンケート௒査を行った。アンケート௒査への
ศ౶が 30ˍを超えफ集できたことで、会員のܑ向は֮認できると考えている。 

Ӏき続き結果をまとめ、会員の意見を関ܐ機関に提ड़し「認定看護師گү機関」が継続され、஧
ؔを増やしてもらえるよう౔力していきたいと考える。 
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１. ϔϫρέ活動 

ブロック活動は、認定看護師の資質向上やകった能力で地域に貢献するための活動などをةժ・運営
すること、また会員同࢞の情報交׷のための交流会等を開催することを目指し取り組んでいる。 
 2024 年度は、オンラインでの会議・研修会をベースに、対໚での活動も増えてきている。:eb を࢘
った研修では、ブロックの֠ࠞをӿえて全国から研修に参加できる機会も増えている。 

活動内容は、֦ブロックの地域性やニーズに応じた様々なテーマの研修会や交流会がةժされてい
た。研修会では、֒ࡄや֐国人の増加といった日本が์える՟ୌに対応するテーマや、઒໵৮として必
要な看護のテーマが選択されており、認定看護師としてٽめられる資質向上に᷹がる内容であった。ま
た、交流会では、会員同࢞がそれͩれの活動を༙ڠすることでࢻ໼を広͝ることができ、認定看護師と
してのࠕ後の活動へのྒになるものであった。活動報告書から、参加者の満足度は高く、それͩれの認
定看護師としての活動に活かされる内容であったと評価できる。 
 ブロック活動の運営については、઴年度作成した「役員・җ員等選೜基準及び役割要ߴ」をもとに、
֦ブロックでෝ担のないよう役員・җ員を選ड़し、ްི的かつ組織的、༙機的に活動できる体制を੖え
た。また、ブロック⻑会議のなかでڏがった意見をもとに、「ブロック活動実施Ϊイドライン」の見直
しを行った。活動ਅ੧から報告までの流れや書ྪ提ड़に関して、より分かりやすくෝ担のかからないよ
うに改ఙし、運用してもらっている。 

後も、会員一人一人が参加しやすく、ևでָびあえる活動ができるよう支援していきたい。そしࠕ
て、ブロック活動を通して、஧ؔͰくりや஧ؔを増やすことにも貢献していきたい。 

担౲役員   理事  ઔ㟔 ߀ӭࢢ 
       理事  ీଞ ඔधࢮ 
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２. ૱ճٶびಋ࣎֋ݜ࠷रճɼިླྀճ 

6 月 8 日の総会及び同時開催研修会は日本訪問看護ࡔ஄会議࣪に 8 名が配信スタッϓとして集まり
Zoom 配信で行った。 

総会は、ड़ੰ 78 名�җ೜状 181 名 合ܯ 259 名、同時開催研修会は、80 名の参加があった。研修会
では①訪問看護認定看護師更新ਅ੧のための情報提供②ʲಉきやすい৮場作りへの提言ʳをテーマに講
ԍを開催した。講ԍ会では、ハラスメントの定義、現状や実ࡏにًきた事ྭ、対策についてなどをָ΁
機会となった。॑要事ߴઈ໎書への໎ىやスタッϓへの意ࣟ෉けを行い、事業所全体でリスクマϋジメ
ントに取り組΋॑要性をָんだ。ήルーϕϭークでは、情報༙ڠと意見交׷が活発に行Κれた。アンケ
ートではʲ認定看護師更新ਅ੧の情報ʳは 98ˍが参考になった、̡ ಉきやすい৮場Ͱくりへのேકʳは
集ܯ結果参加者全員が参考になったと、ྒྷい評価をいただいた。 

11 月 30 日の交流会では、2025 年の更新審査ร更に൒い「認定看護師更新制度のร更について」をテ
ーマに事઴फ࿧で行った。46 名の参加者があり会場はֺしいฉҕ気に包まれていた。 

講義では社会状況のร化と医療制度、認定看護師制度と個人審査の見直しについて、訪問看護・在宅
ケア認定看護師の活動のఴ望についてซき、改めてࢴたͬにࠕ後ٽめられる役割や期ଶされていること
を実״した。さらに、ୣࢴのいͬͻんの関心事である「ร更後の更新審査」ではどのような点がร更に
なるのかਇݍにซいていた。ήルーϕϭークでは、ಝ定行ҟ研修、機能強化ܗ訪問看護、ऑい世代の人
材ү成やଠのブロック活動の࿫で੟り上がり参加者のアンケートからも高い評価がえられた。認定看護
師としての自己研鑽及び、າཔに向けてのՆ能性を࠸認ࣟする内容であった 

担౲役員   理事  ઴໼ ඔن 
理事  ࡜ࢃ Մࢢ 
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３. ஏҮ߫ݛ活動 

̏ʥ ๜໲ޤ؅ητʖεϥϱ͹ӣӨրવ૮஌ʀଡؽ೵Կγϛʖφ 

認定看護師の役割には「実ભ」「指಍」「相談」があり、オンラインでの「訪問看護認定看護師による
コンサルテーション活動」を実施した。 

近年、訪問看護事業所が多数開設されているが、訪問看護ݩܨがછいまま؇理者を担う方も増えてい
おり、事業所のܨ営や運営、訪問看護制度、人材ү成など病Ӆとはҩう訪問看護؇理者ならではの相談
をซくことや、開設後まもなくถ࠱やࢯٵしてしまう事業所も見णけられる。このような状況をणけ、
2023 年より全国の訪問看護ステーションの؇理者を対象にࢴたͬ訪問看護認定看護師・在宅ケア認定看
護師の力を役ཱིてるため、ࠕ年度も地域貢献活動としてミニ講座＆座談会をةժ開催した。 
会員のև様へ講師とϓΟシリテーターメンώーをู集し、参加س望者より 4 名選ड़して活動した。オン
ライン研修にも׵れ、準備から౲日運営まで Zoom を利用し実施した。訪問看護認定看護師でも日々ೲ
みながら実ભしていることが分かる講義と、同じような஧ؔとのήルーϕϭークはアンケート結果から
も֕͸޹評で、໎日からの࢕事への意ཋを״じたり継続した開催をس望されたりする結果となり、講義
及びήルーϕϭークϓΟシリテーションを認定看護師が実施する相談役割を࠸認ࣟした。ࠕ後研修会の
継続と個พなೲみにも対応できるようメール相談の運営もٌ道に৒せていきたいと考えている。 

担౲役員   ؄事  ໼࡜ 加世ࢢ 
理事  ీ ઔ  হ  ߒ
理事  豊 ీ ޹  ඔ 
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̐ʥ ๜໲ޤ؅ητʖεϥϱ͹ %&3  ԋࢩ੔ࡠ

౲協議会はࠕまでも地域貢献活動に取り組んできたが、新たにफӻ化をಁまえ、ࡤ年度より BCP 作成
支援を開࢟した。ࡤ年度は൒ૺܗ支援のघ法で実施したが、ࠕ年度はعに介護事業所に BCP 作成がࡃん
でいる状ସであると予測されることから、見直しや研修、訓練についてҟになる内容にร更することとし
た。また、BCP は地域のଠの事業所や৮झとの連携もࢻ໼に入れていく΄きと考え、連携ܗ BCP につい
ても言及することとした。 

運営җ員はࡤ年度の౲事業ݩܨ者 3 名を؜み、参加意ࢧのある会員から選ड़し、担౲理事を؜めた 6 名
のͬ 5 名で取り組んだ。会議はす΄てオンライン会議で実施し、ࡤ年度のݩܨから 616 やメールを用い
ްི的に協議し、運営することがड़པた。 

結果としては 86 名の参加者（7 割が訪問看護師、ଠはケアマϋジϡー、セラϒスト、事ແ）を対象に実
施することができた。90 分の中に、BCP の意義や、研修・訓練・見直しのポイントを٩めࠒんだので「も
っと時ؔをかけて۫体的に行ってΆしい」「分割して実施してཋしい」という੢がซかれた。全体として
は「研修や研修の方法が分かった」「自෨ॼでも行ってみたい」という回౶を多数ಚることがड़པた。BCP
は作成して終Κりではなく、自෨ॼが自分の地域の実情に合Κせて取り組΋ϕロセスが大事なので、BCP
に取組΋意ັを参加者が気Ͱき、取り組んでいこうという意ཋにつながった事が目的をୣ成できたと考
え考える。 

、Ւ事などが発生しࢃ、ઉඅ֒や地൭௞下による住⺠ඈ難と移動্֒߿、ਭだけでなくߓ年は地ਔやࠕ
事業継続ࠖ難となる事象が自ષ֒ࡄだけでないと考えさせられた年だった。訪問看護師たͬが自ཱིして
地域の BCP を考え、取組めることがࠕ後もできるよう、ࠕ回の取組をもとにブラッシュアッϕして、Ӏ
き続き協議会の地域貢献に寄与していきたい。

担౲役員   理事  ࡜ރ ѧࢢن 
  

��－ －



̑ʥ ϟʖϩ૮஌ 

訪問看護ステーションは増えているが、ถࢯٵ、࠱するステーションもรΚらず多い。国も訪問看護相
談支援センターࢾ行事業を実施するなどしているが、まだ地域がݸられॉ分に機能はしていない現状が
ある。協議会に相談が増えており、ミニ講座＆座談会でも相談の場としての要望がซかれている。 

ࢧを見いだせるよう協力したいとの޳ࢵ回、訪問看護認定看護師として、ೲめる؇理者さんがմ݀のࠕ
いから 2024 年よりメール相談૯޳を協議会ホームページへ開設した。実ࡏ活動してからのメール相談の
݇数２݇とঙない状況である。またその対応の中ではメールでの相談の難しさを״じている。しかしミニ
講座＆座談会後の相談のणけࡾとしても必要性はありࠕ後も地域の認定看護師を়介しアドώイδーと
しての活動へ発ఴしていくなどの機能も؜め継続していきたいと考える。 

担౲役員   ؄事  ໼࡜ 加世ࢢ 
理事  豊 ీ ޹  ඔ 
理事  ీ ઔ  হ  ߒ
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̒. ๅृր定にͪ͜޴活動 

2024 年度の医療保険・介護保険の同時制度改定が行Κれたが、ࡤ年度提ड़した要望は۫体的には活か
されなかった。次期「ਏ療報酬改定」に向け、ࠕ年度からཔ年度にかけてӀき続き要望書の提ड़ができる
よう準備を࢟めた。 

また、ࠕ年度はਏ療報酬改定への提言のみならず、2026 年度で「訪問看護・在宅ケア認定看護師」の養
成گү機関が現在開講されているもの؜めて全てถ講される予定となっており、ଠのگү機関開講の目
౏がཱིっていない状況である。よって、ࠕ年度は現在活動をしている「訪問看護・在宅ケア認定看護師」
の実ࡏの活動やް果などをՆࢻ化できるよう 2025 年 1 月ʛ2 月アンケート௒査を行った。このアンケー
ト結果をまとめ、「訪問看護・在宅ケア認定看護師」の実ࡏと地域での貢献、「訪問看護・在宅ケア認定看
護師」のいないステーションとのҩいなどを੖理し、گү機関開講へつながるよう要望書として関ܐ機関
へ提ड़する予定である。 

国はどのような状ସになっても、住み׵れた場所での生活がૻれるように地域包括ケアシステムを構築
している。その中でも訪問看護師への期ଶが大きく、׎つࢴたͬ「訪問看護・在宅ケア認定看護師」の担
う役割は更に大きくなっている。ࠕ後もࢴたͬ「訪問看護・在宅ケア認定看護師」の養成をࢯめることな
く஧ؔを増やし、国⺠が住み׵れた場所での生活がૻれるよう支援者の要として、ևの力を合Κせ全国で
活動を継続していきたいと考えている。 

担౲役員   理事  ኏ઔ 直ඔ 
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１. ճҽ਼ ʤ���� ೧ � ݆ �� ೖࡑݳʥ 
（１） 2024 年度会員数 

正 会 員  356 名 ・ ঁ࢏会員   6 名 

（２） 一ൢ社஄法人 日本訪問看護認定看護師協議会における 9 ブロックۢ分図 

（３） ブロックพ会員数の推移 
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２. ૌ৭にͯ͏ͱ 
（１） 一ൢ社஄法人 日本訪問看護認定看護師協議会におけるࣧ行機関ܧ౹図 

（２） 理事会・事ແۃ名฿ （ブロックॳ・ܡসྲྀ） 
〔理事〕   
代 න 大 ڰ  ಺ ඔ 医療法人ハートϓリーやすらぎ ৙ແ理事݋౹括؇理੻೜者 

訪問看護ステーションハートϓリーやすらぎ

෯ 代 න ኏ ઔ  直 ඔ ψースステーション東ښ 目ࠉ支వ 所⻑ 

 ీ ઔ  হ  ਖ会 訪問看護ステーションはまなす޻社会医療法人 ߒ

 ஄法人 ੗総合病Ӆ 法人在宅事業෨ࡔ公ӻ ࢢنѧ ࡜ރ 

ࢃ  ࡜  Մ  会社 ϓϪアスࣞה ࢢ
看護ঘوໝ多機能事業෨ 担౲෨⻑

 豊 ీ ޹  ඔ 一ൢ社஄法人 ԥ浜ࢤѶۢ医師会Ѷ訪問看護リハϑリステーション 

 ઴ ໼  ඔ   ケアシス訪問看護ステーション ن

 ీଞ ඔधࢮ 社会ෳࢳ法人Ժࡔࣂ஄ࡃ生会 
 ⻑訪問看護ステーション 所ࢃ生会松ࡃ

 ઔ㟔 ߀ӭࢢ 公ӻ社஄法人 熊本県看護協会 訪問看護総合支援センター 

〔؄事〕 ໼࡜ 加世ࢢ これからの在宅医療看護介護を考える会 代න 

〔事ແۃ〕 公ӻࡔ஄法人 日本訪問看護ࡔ஄ 
৙ແ理事 平ݬ ༑ඔ  �  ՟⻑  高ࢢ༻ ڰ � ଞీ ༟ߵ཮ 
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３. ཀྵ事ճ౵の֋࠷
（１） 理事会

事業推進のҟ、下නのとおり開催した。ࠕ期もコロψՔのため、全会議 :eb での開催となった。

第 1 回 2024 年 4 月 27 日（ౖ） Zoom にて開催 12 名ड़ੰ
臨時 2024 年 6 月 8 日（ਭ） Zoom にて開催 11 名ड़ੰ
第 2 回 2024 年 9 月 14 日（ౖ） Zoom にて開催 11 名ड़ੰ
第 3 回 2025 年 3 月 9 日（日）予定 Zoom にて開催予定 11 名ड़ੰ予定

（２） ブロック⻑会議
ブロック活動の活性化を図ることを目的とし、まずは 2024 年 5 月 23 日（໨）にブロック活動支
援担౲理事と事ແۃでࠕ期活動の方向性を֮認し、下නのとおり開催した。

ブロック⻑会議 2024 年 7 月 8 日（ౖ） Zoom にて開催 11 名ड़ੰ
合同会議 2025 年 3 月 9 日（日）予定 Zoom にて開催予定 12 名ड़ੰ予定

��－ －



̒. ճҽ活動௒ࠬॄ݃ܯՎ 
本協議会ではブロック活動のଠに地域貢献を目的としたコンサルテーション活動など、協議会全体とし

て取り組΋活動がある。また、近年では、ଠ஄体からの協力ғབも௘くようになっている。理事会では、
このような活動をةժ・運営する人員を会員から選ड़しているが、その時に活用するのが、会員活動௒
査である。ຘ年の年度຦に会員へ௒査の協力ғབを行い、そのυータをݫに次年度の活動メンώー選ड़
に活用している。 

一方、この௒査から、協議会会員の活動の多様性を見ることもड़པたため、それをࣖせるυータを報告
する。 

「協議会会員の活動௒査 2024 年度൝」より
௒査時期ʁ2024 年 2 月 1 日ʛ2024 年 12 月 31 日 
௒査対象ʁ一ൢ社஄法人 日本訪問看護認定看護師協議会 正会員 356 名 
௒査方法ʁ*ooJOe ϓΧームによるアンケート方ࣞ 
回 ౶ 数ʁ80 名（回फི 22�4ˍ） 

˖回౶者の情報 
1） 回౶者の認定取ಚ年（Q 80）

  

2） 回౶者の訪問看護ݩܨ年数（Q 80）
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3） 回౶者の所଒先事業ܙସ（Q 80 ෵数回౶）

そのଠは、高齢者相談・ٰଶ対応、地域の݊߃相談事業、ドϢの॰回相談ॕഩ施設・支援෉きアϏ
ートの運営、保үԄ、事業所向け相談事業・研修事業など、相談支援、༙ྋ老人ホーム、ڠ同生活
援ঁ(্֒者ήルーϕホーム)、サ高住であった。 

4） 回౶者の業ແ֐活動（Q 80 ෵数回౶）

地域活動では、医療的ケアࣉの保護者の集い（行政क催）、地域サロンや公஄でのड़઴講座、地域
におけるห強会の世࿫人、事ྭ検討会の事ແۃ、地域多৮झによる活動があ͝られ、そのଠは、座
⻑、まͬͰくりҗ員会の月ྭ会議があ͝られた。 
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5） ここ 5 年以内の、相談や事業所アドώイδーの実施ݩܨの༙ໃと、実ࡏにणけた相談内容 

（Q 80） 

（Q 19 ෵数回౶） 

6） 講義や講ԍのғབ༙ໃと、実ࡏに行った内容 

（Q 80） 

（Q 74 ෵数回౶） 

多৮झ向け研修はकにケアマϋジϡー向けに「訪問看護の಍入タイミンήや活用のしかた」や、介
護৮、ϖルϏー向けの「看取り」や「認எ症」「気؇઀開利用者のケア」等、ࢤ⺠向け研修は「住み
発する内容のଠ、「看取ܔれた地域で暮らす」「地域医療と訪問看護」といった訪問看護の利用を׵
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り」「୦ਭ・೦中症予๹」「生活स׵」などがあ͝られた。そのଠについては、಍೚、ઃৱᅠ下、心
෈全、೦中症、臨জ推࿨のΆか、クリニΩルラξーや身寄りのない方への支援など、多زにΚたっ
ていた。 

7） 研ڂ実施の༙ໃと実施したテーマ 

（Q 80）

（Q 31 ෵数回౶）
そのଠについては、訪問看護師に対するハラスメント௒査や心身ڠに病んでいくक介護者への関Κ

り、ニューロξイώーシテΡに関することなどがあ͝られた。 

8） ̕）で「ある」と回౶したうͬのָ会発නの༙ໃと実施したָ会 

  （Q 31）

（Q 20 ෵数回౶） 
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9） ಝ定行ҟ研修の修྅༙ໃと取ಚした分໼ 

         （Q 80）                                                                （Q 15 ෵数回౶）

修྅したと回౶した方のうͬのΆとんどがಝ定認定看護師へ移行し、まだ移行していないと回౶し
た方も、これから移行घ続きを行う予定であった。 

10） 9）で「はい」と回౶したうͬ、ಝ定行ҟ研修を実施しているかʃ（Q 15） 

実施していない理༟は「対象者がいない」や、「臨জ所଒でない」「؇理業ແをしている」など担౲
業ແによるもののΆか、「ٵ৮中」という回౶であった。 

11） 10）で「実施している」と回౶したうͬ、घॳ書に基Ͱく実施と直ં指ࣖによる実施のർི 
（Q 9） 
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